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資料２第４～７回検討会議における専門家からの聴取意見に関連する開門総合調査、既存文献・報告等の記述の整理（１／４）

項目 聴取意見（事務局において議事録から意見部分を抜粋）等 開門総合調査・諫早湾干拓事業環境モニタリング 既存文献・報告中の関連する記述（事務局で適宜要約）

①潮位・潮流 ○有明海の潮位・潮流の過去 年間の長期傾向としては、平 ○数値シミュレーション結果から、潮受堤防の有無による潮位 ○潮受堤防の有無による数値解析では、湾央部で潮受堤防がある30
（流動の変化） 均潮位は上昇傾向にあり、干満差は減少傾向、海域流動は反 の差については、有明海湾奥の大浦地点の大潮差を比較する ときに ％（ ～ ）程度干満差が小さくなるが、これ2.5 10 12cm

時計回りの傾向にある （第４回、滝川教授） と ％程度の差がみられた （開門総合調査報告書、 ） は半日周期のＭ 分潮によるシミュレーション結果であり、様々。 。1.5 p.47 ２

○大浦地点の潮位観測データから得られた年平均潮差、大潮差 な周期の波が融合した実際の潮汐では、顕著な差は出ないとの
。 、 、 、及びＭ 分潮の振幅と増幅率の経時変化からは、潮受堤防の 報告もある 有明海の潮流は 平均潮位の上昇 風向・風速２

工事期間及び最終締切時の前後で明らかな変化はみられなか 河川流入量、ノリ網によっても、影響されると考えられる。
った （開門総合調査報告書、 ） （滝川教授，第５回有明海・八代海総合評価委員会）。 p.48

○宇野木先生によれば、海上保安庁の観測点の中で潮止め前後 ○数値シミュレーションにより潮受堤防の有無による平均流ベ ○平成 年の潮流観測結果を昭和 年と比較すると、潮汐に13 48
に、 ％から ％の流速減少率を示しており、流速差は最 クトルを比較したところその差がみられる範囲は諫早湾周辺 ついて指摘されているような一方的な減衰傾向はみられず、55 74
大で ぐらい。島原寄りに流速が弱くなってきてい にとどまっており、それ以外の海域では明らかな差はみられ 島原半島沿いの沿岸流が約３分の１となっていた。平成 年66cm/sec 13
る （第５回、東教授） なかった （開門総合調査報告書、 ） 月の河川流量は昭和 年 月の約４分の１であり、淡水。 。 p.49 5 48 8,9

。（ ， ）流入の影響を強く受けているようであった 小田巻他 2003

○大雨が降ったり諫早湾から出された薄い水、特に奥部では栄 ○数値シミュレーションにより潮受堤防の有無による有明海の ○有明海全域の塩分データと河川流入量の比から、年々の変動
養塩が入っており、その水が有明海の外に出ていたというこ 塩分の平面分布を比較すると、諫早湾外の有明海では明らか は大きいものの、経年的に滞留時間が増加あるいは減少する
とが大きなポイントだということ。奥部で赤潮を起こすこと な差はみられなかった （開門総合調査報告書、 ） ような傾向は認められない （中田(英)他， ）。 。p.50 2003
があっても外に出ていっているので、水の交換がよくされて ○浅海定線調査等の観測データから、有明海の塩分は平成 ～ ○有明海における河川水の平均滞留時間は基本的に河川流量の2
いるということが考えられる。これに対して開門操作終了後 年と比較して湾奥の表層では平成 年～ 年が高くなる 大小に依存していて、同じ河川流量に対しては近年の平均滞5 10 14
は、薄い水がたまっているところがあり、赤潮はこの層で起 傾向がみられた （開門総合調査報告書、 ） 留時間が短くなっていて、有明海と外海の海水交換はよくな。 p.51
きており、湾央より奥に塩分の低い栄養塩の入った水が滞留 ってきていることがわかった （柳他， ）。 2003
しているということを意味している （第５回、堤教授） ○諫早湾からの潮の出入りには、島原沖の流速を速くするポン。

プの役割があり、潮受堤防の締切りによりポンプ機能が低下
し、有明海湾奥に淡水が停滞しやすくなり、これが赤潮発生
増加や貧酸素水塊の原因であると考えられる （小松教授，。
第５回有明海・八代海総合評価委員会）

○粒子追跡法により、潮受堤防の締切りやノリ網の設置に伴う
淡水の滞留時間 を求めたところ、締切り前が 日であった54

、 、 、のに対し 締切り後が 日 ノリ網が存在すると 日となり51 52
締切り後の方が滞留時間が短くなった （滝川教授，第５回有。
明海・八代海総合評価委員会）

○締め切ったことによって潮位が変動して流速が低下し、それ ○数値シミュレーションから潮受堤防による潮位・潮流への影 ○ 年 月に 昼夜の係留系測流を行い、 年 月の結2001 5 15 1973 8
が筑後川から流入した淡水の移流、鉛直混合を低下させて成 響は諫早湾周辺海域にとどまっていた。このことから、潮受 果と比較したところ、場所によって今回調査した方が若干大
層構造を起きやすくしているのではないか。奥部の低塩分化 堤防の締切は、諫早湾外の有明海の流動（潮位、潮流）に対 きい傾向にあるが、ほぼ同等の潮流を示している。(海上保安
と諫早湾の潮受け堤防の閉め切りがある程度リンクしている する主要な影響要因とはなっていないものと考えられる 開 庁水路部， )。（ 2001
のではないかと考えられる （第５回、堤教授） 門総合調査報告書、 ） ○平成 年と昭和 年の潮流観測結果を比較したところ、潮。 p.62 13 48

汐について指摘されているような一方的な減衰傾向はみられ
ず、場所によって強くなっているところもあり、明確な変化
傾向は得られなかった （小田巻他， ）。 2003

○有明海の流動特性について、一般に反時計回りで海水交換が行
われていると言われているが、シミュレーションからも複雑に
入り組んだ恒流がみられており、断面の取り方次第では流量も

。（ ， ）変化する 滝川教授 第５回有明海・八代海総合評価委員会

②水質・干潟 ○短期調査で調整池での物質収支が明らかになってきたと思
水質浄化機能の う。ああいった調査によって調整池での水質浄化機能が調査
喪失と負荷の増 できるということは明確にわかってきたのではないかと思
大 う。短期調査はそういう意味で意味があったのではないかと

考えている （第４回、磯部教授）。

○水質浄化機能あるいは生態系を考えると、短期の調査では、
干潟の底生生物あるいはそれを含む生態系にはならないの
で、連続的に海水を導入して数年で開門調査をしたいという

。（ 、 ）のが多くのノリ委委員の意見であった 第４回 磯部教授

※下線部が前回からの追加、変更部分（以下のページも同じ）
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第４～７回検討会議における専門家からの聴取意見に関連する開門総合調査、既存文献・報告等の記述の整理（２／４）

項目 聴取意見（事務局において議事録から意見部分を抜粋）等 開門総合調査・諫早湾干拓事業環境モニタリング 既存文献・報告中の関連する記述（事務局で適宜要約）

②水質・干潟 ○潮止め前の諫早干潟に生息していたおびただしい数のベント ○環境モニタリングからは、潮受堤防の締切前後で諫早湾内の ○諫早湾の堆積物に含まれる渦鞭毛藻のシスト個体数の分析を行
（つづき） スが潮止めから１～２カ月ないしは２～３カ月でほとんど死 水質（ 、 、 ）は経年的にほぼ横這い傾向を示して い、有明海湾奥部の長期的な環境変化を推定した結果、有明海COD T-N T-P

滅した。このことは、干潟の浄化機能の喪失に伴う有明海へ おり、全体として諫早湾内の水質の富栄養化の傾向はみられ では 年代から富栄養化あるいは環境の悪化が急速に進行し1970
の負荷の増大と密接にかかわっている （第５回、東教授） なかった （開門総合調査報告書、 ） たと考えられる （中田(英)教授，第５回有明海・八代海総合。 。 。p.63

○諫早干潟及び現在の潮受堤防内側の浅海域の浄化量は窒素で 評価委員会）
／日となり、有明海に陸域から流入する負荷量と比較0.38t

。（ 、 ）するとその約 ％に相当した 開門総合調査報告書0.5 p.44

○短期開門調査だけでも調整池の中に初めてまとまった海水が ○調整池の化学的酸素要求量( )、栄養塩類( )は海 ○有明海の水質は、 年代か 年代の当初くらいから、COD T-N,T-P 1980 1990
入って、中の汚れた淡水と反応して、トータル窒素やトータ 水導入によって低下しており、これは、海水導入による希釈 硝酸態／アンモニア態窒素、亜硝酸態／アンモニア態窒素の
ルリンがかなり落ちた。つまり浄化能力がかなりあったとい 効果等に伴う現象と考えられる。また、潮受堤防海排水門か 比率がともに低下しており、硝化作用が低下している （滝。
うことがわかった。それは非常に大きな成果だと思う （第 ら海域への負荷の総量は海水導入前に比べむしろ増加した。 川教授，第５回有明海・八代海総合評価委員会）。
５回、東教授） （開門総合調査報告書、 ～ ） ○調整池の水質は海水導入によって改善されたので、さらに調p.26 28

査を続ければ、調整池からの負荷は減少するはずである （第。
６回、佐々木氏意見書）

○有明海への１級河川の流入量から、ＮＰの負荷源はかなりの ○環境モニタリングからは、潮受堤防の締切前後で諫早湾内の ○諫早湾における栄養塩の約 ％が、筑後川をはじめとする有85
部分、筑後川。本明川は小川のようなもので、調整池、諫早 水質（ 、 、 ）は経年的にほぼ横這い傾向を示して 明海に流入する河川から供給され、残り ％が調整池からのCOD T-N T-P 15

。（ ， ）湾の水質では、溶存態の栄養塩はほとんど測定されず、赤潮 おり、全体として諫早湾内の水質の富栄養化の傾向はみられ 排水によってなされることが明らかとなった 鯉渕他 2003
を起こすような負荷源にはなっていない 第５回 堤教授 なかった （開門総合調査報告書、 ）。（ 、 ） 。 p.63

○有明海では 年代から、富栄養化あるいは環境悪化の急 ○諫早湾の堆積物に含まれる渦鞭毛藻のシスト個体数の分析を行1970
速な進行がみられ、その原因としては有明海沿岸における開 い、有明海湾奥部の長期的な環境変化を推定した結果、有明海
発に伴う干潟・浅海域の減少や地形の変化による流速と浄化 では 年代から富栄養化あるいは環境の悪化が急速に進行し1970
能力の低下等が考えられる。また、この時期に有明海ではノ たと考えられる （中田(英)教授，第５回有明海・八代海総合。
リ養殖も大幅に増えており、有明海の海域環境が大きく変化 評価委員会）
している （第７回、中田(英)教授）。

○有明海の湾奥部で 年代に透明度が高くなっているが ○透明度も長期的に上昇しているが、上昇傾向は一様でなく、、 、1990
これは懸濁物質を含む河川水の流入量の減少と流れによる底 年代 年代 年代と段階的に変化している (中略)1970 80 90、 、 。
泥の巻き上げ量の減少等が要因になっているのではないかと 透明度上昇の原因は明らかでないが、透明度は水中の懸濁物
考えられる （第７回、中田(英)教授） 質の濃度に大きく影響される。(中略)なお、観測が平常時に。

限られているが、筑後川をはじめ流入諸河川で水中の懸濁物
質量( )は長期的に減少の傾向を示している （ノリ委最終SS 。
報告書 ）,2003

○干潟の浄化機能は、干潟生態系モデルを用いて評価すること
が適切な手法であることから、諫早干潟についても、現地調
査データを踏まえて干潟生態系モデルを構築し、再現された
物質循環量より、その浄化機能を検討するというアプローチ
が必要である （第７回、中田(喜)教授）。

○諫早干潟については、潮受堤防が存在していることから、開
門調査を実施しても調整池内の潮流や生物相などの条件が異
なっており、同じ干潟にならないため、類似干潟で構築され
た干潟生態系モデルを適用して、水質浄化機能を評価するこ
とが現実的な対応である。類似干潟でのモデル向上を図るこ
とが重要である （第７回、中田(喜)教授）。

○諫早干潟のような泥質干潟に関しては、これまでモデルの適
用例がなかったが、初めて、泥質干潟の浄化機能について干
潟生態系モデルを用いて定量的に評価することができたもの
と考えられる （第７回、中田(喜)教授）。

○泥質干潟の浄化機能は、これまでの既存の評価結果と比較す ○諫早干潟の浄化機能は、窒素、リンだけでなく、 でも評COD
ると、比較的低い水準にあるが、これは底質、生物相、系外 価すべきである （第６回、佐々木氏意見書）。
持ち出し量、硝化能等の違いなどが理由に挙げられる。その
他、浄化機能にはいろいろな考え方があるが、窒素ベースで
評価することは妥当であると考えられる （第７回、中田(喜)教授）。
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第４～７回検討会議における専門家からの聴取意見に関連する開門総合調査、既存文献・報告等の記述の整理（３／４）

項目 聴取意見（事務局において議事録から意見部分を抜粋）等 開門総合調査・諫早湾干拓事業環境モニタリング 既存文献・報告中の関連する記述（事務局で適宜要約）

③貧酸素水塊 ○溶存酸素(ＤＯ)は、有明の湾奥を中心に貧酸素水塊あるいは ○佐賀県沖では 年代から貧酸素現象が観測されている。 ○浅海定線のデータから、有明海湾奥では 年代より夏から1970 1970
貧酸素水塊の発生 ＤＯの低いところがみられているというのが一般的な傾向。 （開門総合調査報告書、 ） 秋にかけて貧酸素化現象が見られ、観測当初と近年を比較し（ ） p.65

栄養塩は、河口付近に特に河川を通じて栄養塩類の流入が大 ても の極小値や貧酸素化の期間には大きな違いは見られDO
きな影響を与えているようであるということが過去のデータ ない （滝川他， ）。 2003
からみられる。貧酸素水塊は有明海湾奥の中央部分でかなり

、 。以前 年代ぐらいから続いていることがわかっている1970
（第４回、滝川教授）

○ 年の観測結果でも同じ傾向がみられ、 ～ ／○潮止め堤防築造のため採取した海砂採取点に近い点の方が離 ○平成 ～ 年度の環境モニタリングでは、採砂跡地の底層13 14 2002 10 20MJ
日の日射が ～ 日継続すると赤潮が発生し、その後、数れた点より溶存酸素が低いことが明らかである。海砂採取域 の溶存酸素濃度の観測値が、周辺海域の観測値と比較して低 3 4
日遅れて貧酸素が発生している。また 年 月上旬には、潮止め堤防による流れの減速と相まって海水交換を非常 い傾向は認められない （環境モニタリング、参考図表①）。 , 2002 8
は赤潮と対応しない貧酸素が発生しているが、連続する南に弱め、さらに貧酸素水塊の形成とか赤潮の発生の条件を与
西方向の風の影響で、有明海中央の澪筋付近で形成されたえている可能性があると指摘されている 第５回 東教授。（ 、 ）

（磯貧酸素水塊が諫早湾内に流入したものと考えられる。
部教授，第６回有明海・八代海総合評価委員会）

○諫早湾の塩分分布から、大規模な降雨の３日後に湾口北部
、 、で表層の塩分低下が観測され 連続観測では湾口から湾央

湾奥の順に低下していることから、この低塩分水は諫早湾
（磯部教授，第６回有外から供給されていると考えられる。

明海・八代海総合評価委員会）

○問題は、栄養塩負荷量が増加していないのになぜ大きい赤潮 ○現地観測と数値シミュレーション等から、調整池からの排水 ○浅海定線のデータから、有明海湾奥では 年代より夏から1970
が発達して ノリの脅威になっているのかということ また が、諫早湾外の有明海の塩分躍層の形成について、主要な影 秋にかけて貧酸素化現象が見られ、観測当初と近年を比較し、 。 、
成層構造でいえば夏に貧酸素水塊が起きるということも問題 響要因とはなっていないものと考えられる。また、潮受堤防 ても の極小値や貧酸素化の期間には大きな違いは見られDO
で、そのような海洋学的異変に諫早湾干拓事業が関係してい の締切は、佐賀県沖における貧酸素現象の影響要因とはなっ ない （滝川他， ）。 2003
るのかしていないのかがポイントである 第５回 堤教授 ていないものと考えられる （開門総合調査報告書、 ）。（ 、 ） 。 p.59

④底質・底生生物 ○有明海の環境悪化の要因としては、現象として、海域全体が ○有明海湾奥の底質データの変動特性から、筑後川からの流入
諫早湾の底質の 底泥化している。それと栄養塩類の質がかなり変わってきて の影響が大きい領域を除き、西側の方に徐々に 、硫化水COD
変化と底生生物 いる。あるいは潮汐の変動に影響を与えるような地球規模的 素、強熱減量が増加し、汚染が深刻化してきていることが明
の減少 な気候の変動もある。その因果関係がこれだと決められるま らかとなった （滝川他， ）。 2003

でにはまだ至っていない （第４回、滝川教授）。

○マクロベントスの生息密度等を調べたところ 平均密度では ○平成元年～平成 年度の環境モニタリングでは潮受堤防の ○底生生物の個体数・種類数と多様度指数の両面から総合的に、 、 14
年を ％とすると 年が ％、 年が ％、７割 締切前後で諫早湾の底生生物の種類数・個体数・多様度指数 考察すると、締め切り前後で諫早湾湾口部の底生生物の生息97 100 99 44 2000 30

がもういなくなっている。ところが、 年に ％まで回 で減少傾向は認められなかった （環境モニタリング、参考 環境に大きな変化は認められないものと考えられる （第７2001 42 。 。
復しており増えた中身は二枚貝である （第５回、東教授） 図表②） 回検討会議、資料 、菊池教授コメント）。 2-3

○調査した採泥地点における中央粒径値（Ｍ φ）は、潮止め ○諫早湾及び周辺海域について、底質モデルを構築して、潮受 ○有明海の底質は、湾奥で含泥度が高く、熊本港付近は砂泥質とd
2後、統計的検定による極めて高い有意水準で経年的に細粒化 堤防の有無による底質の粒度への影響を検討したところ、潮 言われていたが、最近は泥化がかなり進んでおり、硫化物が

が進んでいる。湾奥だけではなくて諫早湾の湾口沖のあたり 受堤防が有る場合に諫早湾湾口の一部において底質の細粒化 センチぐらい堆積している。堆積速度が１ ／年と言われてmm
も、流れが弱くなって経年的に泥っぽくなってきているとい 傾向がみられたが、環境モニタリングの結果からは諫早湾湾 いるので、 年前から底質が悪化している傾向が続いていると20
うことが、はっきりと裏づけられた （第５回、東教授） 口付近の底質の粒度に一定の変化傾向はみられなかった 開 考えられる （滝川教授，第５回有明海・八代海総合評価委員。 。（ 。

門総合調査報告書、 ） 会）p.56

○ベントスは、海底に起こっている環境変化を大変よく反映す ○平成元年～平成 年度の環境モニタリングでは潮受堤防の ○二枚貝の減少に関する問題は、海底付近の貧酸素化の影響に加14
る生物群として知られているが、有明海の海底におけるベン 締切前後で諫早湾の底生生物の種類数・個体数・多様度指数 え、他の底生生物個体群との競合や食害の問題も含めて考えて
トス密度の急激な減少と底質の細粒化、あるいは泥化に対応 で減少傾向は認められなかった （環境モニタリング、参考 いく必要があるのではないか （中田(英)教授，第５回有明海。 。
した種類組成の変化は、諫早干拓の着工と潮止めという大規 図表②） ・八代海総合評価委員会）
模な人為的環境改変に連動した環境変化をかなり鮮明に映し
出していると思う （第５回、東教授）。

⑤赤潮・ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ ○有明海の海域環境は、何らかの形で物質収支のバランスが崩
(赤潮の増加) れて鞭毛藻、冬季の珪藻赤潮の頻発という現象があらわれて

おり、これらをとらえるためには、海域全体の物理、化学的
環境、それに生物生産、生態系の関連をトータルとして視野
に入れた取り組みが必要である （第４回、滝川教授）。
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第４～７回検討会議における専門家からの聴取意見に関連する開門総合調査、既存文献・報告等の記述の整理（４／４）

項目 聴取意見（事務局において議事録から意見部分を抜粋）等 開門総合調査・諫早湾干拓事業環境モニタリング 既存文献・報告中の関連する記述（事務局で適宜要約）

⑤赤潮・ﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ ○栄養塩の負荷量は大きな変化はないが、 年以降に大きな ○数値シミュレーションにより、平成 年度ノリ期の有明海 ○福岡、佐賀両県では締切前後の（赤潮の）発生件数には有意98 12
（つづき） 赤潮が起きる傾向がみられ、海域の富栄養化の進行で赤潮が 湾奥と諫早湾におけるクロロフィルａ濃度 以上 国 差はなく変化は認められない （ノリ委見解， ）0.03mg/L 2001（ 。

1990 12 1990大きく出る瀬戸内海などでみられた事態との違いがどういう 調費調査における赤潮の発生指標）の発生面積を潮受堤防の ○ 年代前半は 月の日射量が低かったのに対して、
メカニズムかが重要。潮受堤防を閉め切ったことによって潮 有無により比較したところ、差はほとんどみられなかった。 年代後半は高くなっており、このことがこの時期の赤潮が増
位が変動して流速が低下し、それが筑後川から流入した淡水 （開門総合調査報告書、 ） 加した原因ではないか （磯部教授，第６回有明海・八代海p.55 。
の移流、鉛直混合を低下させて成層構造を起きやすくしてい 総合評価委員会）
るのが原因ではないか （第５回、堤教授） ○河川からの栄養塩の供給、それから潮流による鉛直混合に関連。

した成層の発達の度合いの問題、それから濁りの問題、この３
つが合わさって赤潮発生につながっていると言える 中田(英)。（
教授，第５回有明海・八代海総合評価委員会）

○珪藻は食物連鎖の底辺にある重要な植物プランクトンである
が、有明海ではノリとの競合があり、海域環境保全とのバラ
ンスの取り方は難しい （第６回、弘田名誉教授）。

○諫早湾内においては、潮受堤防の締切り後、赤潮の発生件数 ○近年、赤潮の観測体制が強化されていることに留意が必要だ
が増加するなど、環境の悪化が進んでいることから、これ以 が、有明海で記録された赤潮の発生件数あるいは延べ日数が
上の負荷をかけることには慎重にすべきである （第７回、 増加している。(中略) 年以降は長崎・熊本の水域で赤潮。 1997
中田(英)教授） の発生確認件数が増加した （ノリ委最終報告書 ）。 ,2003

⑥漁業生産 ○有明海は閉鎖性の高い海域であり 陸域の環境を反映し易い ○気象特性については、熊本地方気象台における降水量から、、 。
ﾀｲﾗｷﾞ、ｱｻﾘ等の こうした点を踏まえて、温暖化の中でのノリ養殖と環境保全 年間の総降水量の標準偏差は近年では 程度と大きくな500mm
減少､成育不良 をどのように両立させるかを考えるべきである （第６回、 っており、非常に強烈な雨が降るようになった。ノリの色落。
よび稚貝の斃死 弘田名誉教授） ちがあった 年には、夏の短波放射フラックス（日射量）2000

が大きく、これが秋の大量降雨に対する影響の一つとなって
○ノリ不作の原因は、ノリと珪藻は栄養塩を取り合うため、水 いると考えられる （滝川教授，第５回有明海・八代海総合。

温が高くなると低温性のノリの活性が落ち珪藻の活性が勝る 評価委員会）
ためと考えられる （第６回、弘田名誉教授）。

⑦その他 ○ノリ問題で有明・八代の環境悪化がクローズアップされた
が、国調費調査でまとめた 年間の調査データ等からわか30
るように、かなり以前から悪い兆候があらわれていた （第。
４回、滝川教授）

○有明海全域について気温が上がってきており、同時に冬場に ○外海の海水温には近年上昇傾向がみられ、その変動傾向は有
海水温が下がり切れなくなっている （第４回、滝川教授） 明海の水温の変動傾向ともよく一致していることから、有明。

海全体での水温の上昇傾向は、近年における外海の海水温の
。（ 、 ）上昇傾向が一因と考えられる 開門総合調査報告書 p.52

○国調費モデルは、有明海全体をみるには十分な精度を有して
いるという結論を得て、国調費調査においては、海域環境の
改善に向けて、負荷削減と底質改善の効果について、このモ
デルを使って感度評価を行った （第４回、滝川教授）。

○有明海の環境改善については、地域環境、水環境、大気環境
等の全体のバランスを踏まえて、科学的データに基づいた方
策を立てていただきたい。その場合、全体としてバランスが
とれるようなゾーニングの方向性が大事である （第４回、。
滝川教授）

○温暖化の傾向は有明海のみならず全国的にある。有明海は内
陸性の気候で海陸風の影響を受けやすく、また諫早地域は地
形特性から豪雨が降りやすい。また、集中豪雨の場所や時間
の予測は難しい （第６回、真木教授）。

○このようなことから、適切なアセスメント等を実施し、第三
者委員会の提言に従って、中・長期開門調査を行うことが必
要であると考えている （第７回、中田(英)教授）。


